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開塾のあいさつ 

 

令和 5 年度ぎふ立志リーダー養成塾 塾長 

 

 

 

多くの可能性を秘めている皆さん。皆さんは我が国の未来を担う次世

代のリーダーとして大いに期待されています。その未来に素晴らしい道

が開ける事を心から信じています。 

若い皆さんが経験を重ねながら成長していく過程において、個々の人

間形成がなされていきますが、その過程でいかに正しい判断力や感性を

身に付けていくかがとても大切です。その為には「誰が正しいかではな

く、何が正しいのか」という考え方や「常に探求心を持ち物事を正しく突

き詰める」という感性を養う事が大切だと思います。 

特にリーダーになる人は「相手の考えを聞く事や、相手の立場になっ

て判断する事」が大切です。その上で信念を持った行動がとれる人こそ、

真のリーダーになれるのだと思います。 

私は、「感謝できない人は、相手からも感謝されない。感謝されない人

生を送るより感謝される人生を送りたいものだ。」と常々思っています。

今、自分が在るのは、家族や多くの周りの方々のお陰です。 

皆さんが本塾においても関係する方々に感謝し、多くを学び、これか

らの人生で大きく羽ばたくことを心から祈念し開塾のあいさつとします。  
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令和５年度「ぎふ立志リーダー養成塾」の概要 

＜開催趣旨＞ 
  現在の日本は、少子高齢化に伴う社会保障問題や国際社会の複雑な情勢、温暖化に代表される地球規模の環
境問題など、課題が山積しており、日本や地域社会の未来を切り拓いていく力強いリーダーの存在が求められ
ています。リーダーには、広い視野と高い志、倫理観に裏打ちされた人格を基盤に、ビジョンを立て、それを
自分のことばで伝えるなどの資質が必要とされています。 
  この養成塾では、感受性豊かな青年前期にあり、また、学校においてリーダー的役割を担い、将来、各方面
での活躍が期待される志の高いみなさんが、美しく豊かな自然環境の中、優れたアドバイザーの指導のもと、
同じ志をもった仲間とともに、「考え、チャレンジし、まとめあげ、発信する」共同作業を通して、「目的を
達成するために、責任ある決断をし、人をまとめ、導く力」を伸ばすことにより、将来のリーダーを養成しま
す。 
 
 主  催： 岐阜県 
 協  賛： 一般社団法人岐阜県経済同友会、一般社団法人岐阜県経営者協会、岐阜県商工会議所連合会、 
       岐阜県中小企業団体中央会、岐阜県商工会連合会 
 後  援： 岐阜県教育委員会 
 塾 長 等： 塾 長  中川 正之 氏（一般社団法人岐阜県経済同友会筆頭代表幹事） 
             副塾長  益川 浩一 氏（岐阜大学教授） 
 開催期日： 令和５年８月５日（土）、８月６日（日）、８月７日（月）、８月８日（火）（３泊４日） 
 会  場： トヨタ白川郷自然學校（大野郡白川村馬狩223） 
 塾  生： 岐阜県内の中学校において、現在生徒会長・副会長・生徒会役員・学級代表（議員を含む）と

して活動する２年生及び３年生（いずれも経験者を含む）２４名 
 

１ 第１日目 ８月５日（土） 

（１）講義 「正しい判断が出来るリーダーとなって活躍する事」  

【講師】  中川 正之 塾長 

   （一般社団法人岐阜県経済同友会筆頭代表幹事、（株）ハウテック 代表取締役社長） 

【内容】 

①感謝の心 

・「ありがとう」という言葉は、人格を表している。 

・「人に感謝する人は、人から感謝される。人に拍手ができる人は、人から拍手をし

てもらえる。」拍手は相手への敬意を表す。拍手を率先して行うことで、よい関係

が生まれる。 

②社会人として 

・相手の立場に立って考えることが大切。例えば、いじめについては、いじめられる

側の気持ちを考えられるようにすることが大切。 

・ごみは誰かが捨てた運。ごみを拾うことは運を拾う。 

・井の中の蛙大海を知らずのことわざのとおり、他校の生徒同士が関わることで新し

いチャンスを手に入れる。 

③皆さんに期待すること 

・「誰が正しいのではなく」ではなく、「何が正しい」のか見極めていくことが必要。 

・リーダーの役割を果たすとは 

 ①明確な指示、発言ができる。言い訳をしない。できないことはできないと言う。 

 ②人の話をよく聞くこと。聞くことで的確に判断ができる。 

 ③メモを取ること。人の記憶には限界がある。 

 ④慎重だが素早い判断をする。 

 ⑤率先して行動に移す。 
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（２）リーダー養成プログラム①「チームビルディング」     

    指導 トヨタ白川郷自然學校インタープリター 

      内容  

 
（２）リーダー養成プログラム① 「チームビルディング」 

 【指導】 トヨタ白川郷自然學校インタープリター 

      【内容】 参加者の相互理解、信頼関係づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動名 目 的 内  容 ポイント 

ラインナップ アイス 
ブレイク 

情報交換なしに誕生日
順に並ぶ。 

集団の中で自ら判断し、行動するメン
バーシップや、言語以外のコミュニケ
ーションを体験する。 

仲間探し アイス 
ブレイク 

しゃべらないで自分と
同じ部活動に所属して
いる仲間を探す。 

自らを表現することや、放課後の活動
を視覚的に知り、お互いを知るための
個人情報を共有する。 

ネームトス アイス 
ブレイク 

お互いの名前を呼びな
がらボールを投げあう
中で、覚えていく。 

対人関係を円滑にする双方向コミュニ
ケーションを意識づけると共に、名前
を気軽に呼び合える関係を醸成する。 

フラフープくぐり 信頼関係
づくり 

手をつないで輪をつく
り、フラフープを一周
させる。 

仲間と共により良い方法を考えながら
、全員で課題を達成する。 

漢字みつけ 情報共有
の大切さ 

□に隠された漢字を多
く見つける。 

一人よりもグループで、グループより
も全体で考えを共有することでより多
くの考えが出せる。 

＜塾生の感想＞ 
・「誰が正しいのか」ではなく「何が正しいのか」という話がとても印象に残った。学校での話

し合いの中で、「皆がそう言っているから」と周りに流されて自分の意見が言えないときがあ

ったが、正しいと考える意見を積極的に発信したい。 
・「感謝」という一言の重みを知ることができた。今後の日常において「ありがとう」が言える

ようになりたい。 
・学校での自分を振り返ると、「明確な指示、方針を出すこと」が自分にできていないと感じ

た。自分が不安だと仲間も不安になり、思いが伝わらなくなる。自分が信頼してもらえるよう、

自信をもって話すこと、言い切ることを意識して生活していきたい。 

＜塾生の感想＞ 

・同じ目標に向かって協力することを学べた。チームとしてゲームをするときは、一人になら

ず、みんなで協力することで、課題を解決することができた。 

・仲間と協力することの大切さや、コミュニケーションの大切さがわかった。仲間と協力しな

かったら思いつかないことや出来ないことがたくさんあり、これから物事を進めていくには

仲間とも協力が欠かせないと感じた。 

・グループとチームの違いについて学べた。一つの課題を達成するために、一人一人が自分に

できることを見つけ、率先して動いていた。単純に分けられたグループからチームへと変わっ

ていく実感ができた。 
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（３）リーダー養成プログラム② 「グループワークとリーダーシップ」 

【指導】 トヨタ白川郷自然學校インタープリター 

     【内容】 客観的な状況判断、個人の主体的な行動、グループの合意形成にいたるプロ

セス等について、体験的に学ぶ。 

                     

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）１日の振り返り 

   じっくりと１日を振り返り、自分の成長やこれからがんばりたいことを記述した（毎

日実施）。 

 

２ 第２日目 ８月６日（日） 

（１）リーダー養成プログラム③ 「世界遺産を学ぶ」 

【観光ガイド】 白川村立白川郷学園 6 年生児童 

【内容】 白川郷荻町合掌集落について、実際に集落内へ移動し、合掌造りの見学を通し

て、世界遺産を守るための住民の努力と今後の課題等について学ぶ。白川郷学園

6 年生児童がグループ別で合掌集落について案内する。また、合掌集落内におけ

る観光業の実態をフィールドワークにより調査する。   

                   

【見学先】 白川八幡神社、明善寺、神田家、長瀬家、和田家等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜塾生の感想＞ 

・言葉を使わないという制限の中で、相手に自分の思いを伝えることの大切さや、自分自身が

一生懸命取り組むからこそ、すぐに口を出してしまう性格だということを自己理解できた。 

・相手と意思の疎通が言葉でできない状況では、自分の思っていることややりたいことが伝わ

りにくく、イライラすることもあったが、自分の意見、感情を伝えるを通して相手とつなが

ることで仲間と協力して目標に向かって進めることに気が付けた。 
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（２）リーダー養成プログラム④ 「地域リーダーに学ぶ」    

【講師】 社団法人ホワイエ  柴原 孝治 代表 
【内容】  

地域のための取り組みや活動をしている方から、白川村の現状・課題に対して、どの
ような考えで取り組んできたかを理解する。各自の企画を見直し、今後の企画提案に向
けての見通しをもつ。 
    〈観光〉・コロナ前に戻りつつある。 
        ・日本人は週末しか来ない。外国人は平日も来る。 
        ・写真撮影やお土産の購入、食べ歩きが主の通過型観光である。 
    〈過疎〉・人口維持が目標。 
        ・人口増減は自然増減と社会増減に分けられる。 
〈担い手づくり〉・人手不足による地域行事の負担 
    〈産業〉・観光業と建設業に偏る。 
 

講話後にグループワークでわかったことを出し合い、分類し、意見を整理し全体で
交流を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜塾生の感想＞ 

・３００年もの歴史があり、東西に屋根が向くようになっており、雪などが太陽光で溶けるよ

うに工夫されていることを初めて知った。 

・実際に見てみないとわからない人の数、風景、家のつくりが見られた。また、観光について

現状や課題を肌で感じることができた。 

・これまで白川郷について調べたことはあったが、自分の目で見ることによって、「この文化

を守りたい」、「この風景を残したい」という思いが強まった。また、観光大使の小学生の案

内もあり、知らなかった魅力を知ることができた。 

・合掌造りには、木と木を固定する方法や、縄のような材料であるネソの「曲がりやすい」「乾

燥すればするほど丈夫になる」などの利点を生かして接合する工夫にも驚いた。また、合掌

造りが燃えてなくならないようにするための現地の人々の工夫を知ることができた。 

＜塾生の感想＞ 

・調べてきた情報よりも深く、新しく知ることが多かった。課題について様々な視点から考え、

今だけでなく未来も見通して考えることができた。いろいろな企画についてただやりたいだ

けでは成り立たず、どれくらいのお金がかかるのか、いつまでにできるのか、どれくらいの

成果が見込めるのかなど、一問一答では解答がでないため、視野を広くもち、様々な視点で

物事を見る力がついた。 

・特に印象に残ったのは「地域の面白さは何もないこと。何もなければゼロから創っていくこ

とができる」という言葉で、これまでの自分にはない考え方であることを感じたと同時に、

何かを変えるには一つの方向からだけ見るだけでなく、多角的にとらえることが大切だと強

く感じた。 

・リアルな現状と、これからのプロジェクトを聞くことができ、地域課題の企画提案について

知識を増やすことができた。 
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 （３）講話 「リーダーとして期待すること」 

【講師】岐阜県教育委員会 香田 静夫 義務教育総括監 

   【内容】 

    ○リーダーシップとは？ 

    目標とその実現に向けた見通しを立て、様々な異なる見方や考え方を大切にしな

がら、だれとでも協力し、ねばり強く、最後まで取り組む。 

    〇「私と小鳥と鈴と」金子みすゞ を読もう 

    ・工夫して読もう。 

    ・私、小鳥、鈴、それぞれが思っていることを伝え合おう。 

・作者がこの詩を通して一番言いたかったことはどんなことだろうか。 

・作者がこの詩で一番言いたかったことについて考える学習を通して、どんなこ

とに気付き、考えを深めたか。 

  〇「いじめ行為」の根絶に向けたお願い。 

～「いじめをしない、させない、絶対に許さない学校」をつくる～ 

  〇リーダーとして期待すること 

「 頑張った人には、必ずいいことがある。だから、決してあきらめず、最後までや

り抜いてほしい。皆さんの人生に、幸多かれと祈ります。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）リーダー養成プログラム⑤ 「地域課題への企画提案」 
 【指導】 私学振興・青少年課  

 【内容】 

○プログラムの流れ 

課題掴み 

・現状及び課題の把握 

＜塾生の感想＞ 

・「みんなちがうから、みんないい」という考え方がとても印象に残った。今までみんな同じ

で協調性があることがよいという考えが大きかったけれど、みんなちがうからこそ自分では

分からないことや気付けない良さを分かって取り入れることができるという考え方に気が

付けた。 

・私は今まで人と違うことは嫌だと思っていたけれど、それぞれ一人一人の良さがあって、一

人一人違うところがあることこそいいと分かり、人と違うところがあっても嫌がるのではな

く認めていきたいと思った。学校の話し合いでも、意見が色々あって対立してしまうときが

あるけれど、違う意見も認め合って、みんなが納得するまで話し合っていきたいと思った。 

・今まで「みんなちがって、みんないい」という言葉を、違うからこそ良いのだととらえてい

たが、自分にはなかった考え方や、感じ方があるからこそ、良いものが創れると感じた。企

画提案でも相手の話をよく聞いて、その考え方の違いを認め合いながら進めたいと思った。 

・違いというのは対立を生み、厄介に感じるかもしれないけど、講義を聞いて、違いは新しさ

を生み、人を成長させるとても素晴らしいものだと思った。違いを否定するのではなく受け

入れ、リーダーとしてまとめ、よりよいものにしていきたいと思った。 
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・事象に関わる人々の願い 

・現状、課題の整理と原因の焦点化 

  ↓ 

企画検討 

・ゴール（効果）の明確化 

・メリット、デメリットの整理 

  ↓ 

企画立案 

・「実行したい」と思える魅力的な企画内容を考える。 

  ↓ 

提案準備 

  ・協働による、発表原稿の作成と資料の作成 

  ・役割分担し、本番に向けリハーサル 

  ↓ 

企画提案発表会 

 

○活動を充実させるために～「考え方や表現の仕方」を磨こう～ 

・常に「最上位目標」を頭において考える。迷ったら、「最上位目標」に立ち返る。 

・課題解決ばかりではなく、強みを伸ばすことを考える。 

・タブレットの共有フォルダで情報を共有する。 

・効果的に伝えるために プレゼンの構成の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 第３日目 ８月７日（月） 

（１） モーニングウォーク 

【指導】トヨタ白川郷自然學校インタープリター 

【内容】インタープリターによるガイドを受けながら、朝の森を散策する。植物の知

識や森の役割を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜塾生の感想＞ 

・木の匂い、葉や木の手触り、葉で音を出すなど貴重な経験ができた。 

・森の空気でリフレッシュができた。 
・五感でいろいろな自然の楽しみ方があることを実感できた。 
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（２）リーダー養成プログラム⑤ 「地域課題への企画提案」 

 【講師】岐阜大学 地域協学センター長 益川 浩一 教授 

 【内容】 

〇企画提案発表会リハーサル後の助言 

・目指すべき未来像を考えることを起点とするバックキャスティング思考。 

・ターゲット（年齢層等）を意識する。 

・あるもの生かしの視点。 

・「目的」と「手段」を取り違えない。 

・実現可能性を考慮する。 

     

〇グループワークのグランドルール 

・全員が同じ立場として参加する。 

・他人の意見を否定しない。 

・全員が場づくりに責任を持つ。 

・全員が当事者意識をもつ。 

 

〇プレゼン 

・ｓｅｅ → ｓｈｏｗ → ｓｐｅａｋ 聞き手を見て、視覚情報から入り、説明する。 

・反応の良い聞き手を見つけ、気分を上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 第４日目 ８月８日（火） 
リーダー養成プログラム⑤ 「地域課題への企画提案」発表会 

  【講評】 白川村立白川郷学園     大坪 辰也 校長 

       岐阜県私学振興・青少年課  若宮 靖範 課長 

 

【内容】 

〇Ａグループ（テーマ：担い手づくり） 

現状と課題 

・人口は自然減、社会減の両面で減少し、なおかつ少子高齢化となっている。人口減少によ

る担い手不足、伝統の継承等について、村民の意識の差が課題としてある。 

 

企画案 

①仮住まい体験 

・移住者のための、1 週間から 3か月の仮住まい体験。対象は２０代から５０代の家族。イン

ターネットの掲示板により募集。 

 → 家族ごとの移住体験により、担い手育成のループになる。 

②ガイドブックの作成 

 白川村の生活様式、仕事等についてわかりやすく提示する。 

＜塾生の感想＞ 

・特にバックキャスティング思考が印象に残った。これまで課題の原因を見つけその対策話し

合っていたけれど、「ありたい姿、あるべき姿などの未来像を考えて、その未来像に近づくた

めに何をしたらいいかを考える」という考え方が、今後にも役に立つと思った。 

・「グランドルール」についてまだ欠けているところがあり、残りの時間で改善していきたい

と思った。 

・「真の課題を見つける」こと「理想像を具体的にする」の２つが心に残り、自分の未来、社

会の未来の理想像を具体的に掲げ、真の課題を見つけ、バックキャスティング思考でこれか

らの生活を行っていきたい。 

・今まで学校などで行っていたグループワークでは、グランドルールにあることができていな

いことに気が付いた。一緒に考えている相手を大事にできていなかったことに気付き、今後

それを意識しながらリーダーとしての役目を果たしていきたい。 
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 →白川村に慣れていない人でも、不安なく生活ができる。 

③村民とのふれあいの場 

 ・畑の手伝い→ 現地のリアルな情報、高齢者の負担軽減 

 ・村民と移住者とのイベント → 村民との協力、村民同士のコミュニケーションの向上 

 ・ミニチュアづくり → 合掌造りを手軽に継承 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇Ｂグループ（テーマ：過疎対策） 

現状と課題 

・若者の都市部流出による人口減少 

 

企画案 

・白川村の未来を担う若者を呼び込む 

CoyS Project （Come on young Shirakawa Project） 

①ＳＮＳを通じて白川村の発信 

  →若者に届けやすく、興味の有無にかかわらず届けられる。 

②観光地から移住地へ 

  →移住者や村民の思いについてのインタビュー動画、行事、日常、仕事などインパクト

のある写真、地域行事の紹介を発信することにより、興味をもってもらい、「住みた

くなる」魅力につながる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇Ｃグループ（テーマ：観光） 

現状と課題 

・日帰り客が多く、経済的な消費が少ない。ゼロドルツーリズムであり、宿泊客が少ないと

ころが課題となっている。 

 

企画案 

白川郷宿泊プロジェクト～都会につかれたあなたへ～ 

9



①体験型観光 

・マイ合掌造り 手で持てる大きさの合掌造りを行う。子どもも楽しめる。 

・シルク石鹸づくり 大人が楽しめる。 

 → 白川村の魅力が伝わる。長期滞在につながる。 

②体験型ツアー 

・自然、文化が味わえるツアー（森散策、スタンプラリー、ミニ合掌造り作り、郷土料理作

り）、白川村民カレンダー（結の精神の魅力を伝える村民行事カレンダー） 

・長期企画 夏・冬休みを利用した観光 

 → 宿泊をともない、様々な体験により結の精神と伝統的な合掌造りの魅力を伝える 

③体験用ホームページ案 

 マーク（ピクトグラム、アイコン）で示し、わかりやすく伝える。 

 → 対象、内容、時間が一目で伝わる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇Ｄグループ（テーマ：産業） 

現状と課題 

・集客数は県内 4 位だが、観光業以外の産業が少ない。宿泊観光客が少ないため、利益が少

ない。 

・働く場が少ない 

 

企画案 

1 次産業（生産）＋2 次産業（加工）＋3 次産業（販売）＝6 次産業化を目指す。 

LIFE （Local,Industry,Feeling,Experience）プロジェクト 

①産業が体験できる施設づくり。 

田植え ⇒ 地域のものを使ったものづくり ⇒ 販売 

→ 観光客が魅力を知る、村内でのお金の循環 

②学校でのコメ作り 萱づくりの継続 → 伝統の体験による魅力の再確認 

 → 興味を持つ、魅力の再確認 

③若者をターゲットにした SNS を活用したプロジェクトの情報発信 

 → 10 代、20 代の目に留まりやすい。 
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【講評内容】 

〇白川村立白川郷学園 大坪 辰也 校長先生 

・自分事として企画提案できていた。 

・引き込まれる、驚きのある提案であった。 

・現状や課題の捉えに対する正確性がある（データ、グラフ）。 

・現代ならではのＳＮＳ、ＱＲコード等を駆使した工夫があった。 

・具体的な提案 仮住まい、若者を取り込む、体験型の提案、第 6 次産業等 

・提案の根底に、人と人のつながりを大切にしていた。結局は人と人が行うものである。 

 

〇岐阜県私学振興・青少年課 若宮 靖範 課長 

・提案に多様性があった。 

・提案内容について、具体的にターゲットを絞り方法を考えるなど、提案が深堀されていた。 

・プレゼンの手法に工夫（グラフ、寸劇、声の出し方）が見られた。 

・難しいテーマに対してどのグループも主体的に考えた提案がそれぞれできた。 
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合い言葉とユニフォーム 

 

１ 合い言葉 

 

  

 

 

    自分の意見を遠慮せず、大きな声で発表しよう、仲間に伝えよう！ 

 

   

 

 

    リーダーとして先頭に立ってみんなを導こう！ 

 

   

 

  

      「次の出番は・・・」また、「次のトレンド、大きな波は・・・」 

      「・・・」の後は「私たちだ！」という意味が隠れている。 
 
      ※合い言葉やデザインは学校法人渡辺学園サニーサイドインターナショナル幼稚園の園長先生及び AET の方々のご協

力により作成しています。 

 

２ ユニフォーム（Ｔシャツ） 

 

                      合い言葉をデザインしたＴシャツ 
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わる事ができ、より多くの発見をすることが出来ました。沢山の人が話しかけてくださり、私も

色々な人に話しかけようと成長できたと思っています。 

 この２つの成長は私に関わってくれた仲間やずっと側にいてくれた学生スタッフのおかげです。

みんなには本当に心から感謝をしています。 

 この先どんなリーダーになりたいか。私はこの４日間でこの人みたいな人がリーダーだと言え

るんじゃないのかなと思う人がいました。その人は私たちＢグループのリーダーです。Ｂグルー

プのリーダーは率先して意見を出し、見通しをもって計画し、明確にグループのメンバーに指示

を出していました。そのリーダーがいたからこそ私達は協力して一つの作品を作り出せたと思い

ます。だから私はこの先、Ｂグループのリーダーのようなリーダーになりたいと思いました。 

 リーダー養成塾で学んだことを今後の自分の生き方にどのように活かしていくのかでは、先ほ

ど書いたリーダー養成塾で学んだことには書いていませんが、塾長の講話で学んだリーダー像と

いうものをまずは普段の生活に取り入れていこうと思います。①明確な指示、発言②その場しの

ぎの事を言わない③人の話をよく聞く④メモをとる⑤結論を先送りせず素早く判断⑥率先して行

動をおこす、この６つの事を取り入れています。 

 学校の中で実践していくことは、積極的に意見を言うことです。リーダー養成塾をとして自分

の意見を言うということができるようになりました。出来るようになったことをより良いものに

していくために学校生活でも引き続きやっていきたいと思います。 

 私はリーダー養成塾が終わった今、思っていることは沢山あります。今一番思っていることは

本当に本当にリーダー養成塾に参加できてよかったと思っています。これからもずっと仲良しで

いたいと思える仲間に出会ったこと、自分自身色々な刺激を受け成長できたこと、リーダー養成

塾で経験したこと全てが宝物になりました。 

 リーダー養成塾を勧めてくれた先生、リーダー養成塾に行かせてくれた両親、リーダー養成塾

を運営してくれた県スタッフ、トヨタ自然學校のみなさん、リーダー養成塾に参加したみんな、

そして何よりも学生スタッフのかた、B グループのみんなに本当に心から感謝をしています。 

 最後に、リーダー養成塾の B グループの良いところを書きます。 

So さんはリーダーとしてチームのみんなをまとめてくれました。So さんの話はすごく興味をも

たせてくれます。Ｓe さん、Ｓe さんは周りを笑顔にさせてくれます。Y さん、Y さんは積極的に

とても良い意見を言ってくれます。A さん、A さんは周りが見えていて率先して手伝ってくれま

す。Y さん、Y さんはコミュニケーション能力が高くて誰にでも話しかけます。S さん、S さんは

教え方が上手で S さんの優しさで周りにはずっと人がいました。K さん、K さんは視野が広くて、

メンバーのちょっとした変化にも気づいてくれます。 

 もう１回書きますが本当にみんなに出会えてよかったです。ありがとうございました。 

 

 

 

私が立志塾に参加した理由は自分がリーダーとしての力を仲間と活動する中で伸ばしていきたいと

思ったからです。私が目指すリーダーは、どんな仲間にでも寄り添うことができ、自分の思いを素直

に伝えて良い方向へと導くことができるリーダーです。それに近づくために、この立志塾に参加して、

相手目線になって考え、素直な自分の意見を出せるような力を伸ばしたいと思いました。 

 「新しい可能性」 
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事業の成果 

 ぎふ立志リーダー養成塾参加者の事前（開塾式前）、事後（閉塾式前）、追跡（2 か月後）において「生

きる力」の変容を「IKR 評定用紙（簡易版）」（独立行政法人国立青少年教育振興機構）を用いたアンケ

ート調査を行った。以下にアンケート調査結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生きる力・２８項目の集計結果）

M SD M SD M SD
131.3 18.3 148.6 17.1 144.3 17.2

64.5 10.0 74.9 8.9 71.8 8.8

1.いやなことは、いやとはっきり言える 4.2 1.1 5.1 1.1 4.7 1.2

15.小さな失敗をおそれない 4.4 1.2 5.4 0.9 5.0 1.0

11.自分からすすんで何でもやる 5.0 1.0 5.5 0.7 5.5 0.8

25.前向きに、物事を考えられる 4.8 0.9 5.7 0.7 5.3 0.9

5.だれにでも話しかけることができる 4.2 1.4 5.2 0.8 5.0 1.0

19.失敗しても、立ち直るのがはやい 4.0 1.4 5.0 1.0 4.6 1.2

7.多くの人に好かれている 4.1 1.1 4.9 1.0 4.9 0.9

21.だれとでも仲よくできる 5.0 1.1 5.5 0.8 5.3 0.8

9.自分のことが大好きである 4.1 1.3 4.9 0.9 4.6 1.0

23.だれにでも、あいさつができる 5.4 0.9 5.7 0.7 5.8 0.7

3.先を見通して、自分で計画が立てられる 4.4 1.1 5.3 1.0 4.7 0.8

17.自分で問題点や課題を見つけることができる 4.9 1.1 5.5 0.8 5.3 0.9

8.人の話しをきちんと聞くことができる 5.2 0.9 5.8 0.7 5.6 0.6

22.その場にふさわしい行動ができる 4.9 1.0 5.5 0.9 5.5 0.8

41.3 5.5 44.4 5.1 43.8 4.8

14.自分かってな、わがままを言わない 4.4 1.5 5.4 0.9 5.0 1.2

28.お金やモノのむだ使いをしない 4.8 1.0 5.0 1.4 5.0 1.0

6.花や風景などの美しいものに、感動できる 5.2 1.1 5.6 0.8 5.6 0.7

20.季節の変化を感じることができる 5.2 1.2 5.4 0.9 5.4 0.8

12.いやがらずに、よく働く 5.2 1.0 5.6 0.6 5.7 0.6

5.7 0.6 5.8 0.6 5.8 0.5

2.人のために何かをしてあげるのが好きだ 5.5 0.7 5.8 0.7 5.7 0.6

16.人の心の痛みがわかる 5.3 0.8 5.7 0.6 5.5 0.7

25.4 5.2 29.3 4.8 28.8 5.3

13.早寝早起きである 3.9 1.6 5.0 0.9 4.5 1.3

27.からだを動かしても、疲れにくい 4.6 1.2 4.8 1.2 4.8 1.1

4.暑さや寒さに、まけない 4.4 1.3 4.9 0.9 4.7 1.1

18.とても痛いケガをしても、がまんできる 4.6 1.2 5.2 0.8 5.0 1.1

10.ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 3.8 1.7 4.7 1.6 4.8 1.2

24.洗濯機がなくても、手で洗濯できる 4.2 1.5 4.8 1.3 5.0 1.1

*各項目で「とてもあてはまる」を6点、「まったくあてはまらない」を１点としてそれぞれ1点刻みで

得点化し、項目ごとに平均点（M)及び標準偏差（SD)を算出

明朗性

能力 調査項目
事前調査 事後調査 追跡調査

生きる力

心理的社会的能力

非依存

積極性

日常的行動
力

身体的耐性

野外技能・生活

交友・協調

現実肯定

視野・判断

適応行動

徳育的能力

自己規制

自然への関
心

まじめ勤勉
26.自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる

思いやり

身体的能力

(教育効果の検証）分析方法：反復測定による一元配置分散分析（分析結果の詳細は詳細出力を参照）

「生きる力」の変容（得点範囲：28～168点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 17.3ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 4.3ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 13.0ポイント向上

・その向上に有意差が見られた図1．「生きる力」の平均値の推移

131.3 

148.6 144.3 

90
100
110
120
130
140
150
160
170

事前調査 事後調査 追跡調査

（得点)
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「心理的社会的能力」の変容（得点範囲：14～84点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 10.4ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 3.1ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 7.3ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

「徳育的能力」の変容（得点範囲：8～48点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 3.1ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 0.6ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 2.5ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

「身体的能力」の変容（得点範囲：6～36点）

(事前－事後）

・事前から事後にかけて 3.9ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

(事後－追跡）

・事後から追跡にかけて 0.5ポイント低下

・その低下に有意差は見られなかった

(事前－追跡）

・事前から追跡にかけて 3.4ポイント向上

・その向上に有意差が見られた

図2．「心理的社会的能力」の平均値の推移

図3．「徳育的能力」の平均値の推移

図4．「身体的能力」の平均値の推移

64.5 

74.9 
71.8 

50
55
60
65
70
75
80
85
90

事前調査 事後調査 追跡調査

（得点)

41.3 

44.4 43.8 

30

35

40

45

50

事前調査 事後調査 追跡調査

（得点)

25.4 

29.3 28.8 

20

22
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26

28

30

事前調査 事後調査 追跡調査

（得点)

結果の考察 

「生きる力」の 3 つの指標「心理的社会的能力」「徳育的能力」「身体的能力」の全ての項目において、

事前から事後、事前から追跡にかけてその向上に有意差が見られた。また、事後から追跡においては

全ての項目でポイントの低下がみられたがその低下に有意差は見られなかった。ぎふ立志リーダー養

成塾での経験により、リーダー塾参加 2か月後においても参加者の「生きる力」の向上が継続してい

ると考えられる。 

 事前から事後にかけて、平均点が 1 ポイント以上向上した項目は「１.先を見通して、自分で計画

が立てられる」「５.だれにでも話しかけることができる」「１３.早寝早起きである」「１４.自分かっ

てな、わがままを言わない」「１５.小さな失敗をおそれない」「１９.失敗しても、立ち直るのがはや

い」の 6 つの項目であった。6つの項目のうち 4つの項目が「心理的社会的能力」にあたることから、

ぎふ立志リーダー養成塾において、「心理的社会的能力」の向上への影響が大きいことが考えられる。 
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